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1 はじめに

食料自給率向上を謳った食料・農業 農村基本

法の制定に伴い,大豆では本作化に向けて「新た

な大豆政策大綱」が決定された。この新たな大綱

に基づき,大豆では生産物の販売価格が直接的に

農家の手取りに反映される仕組みに改革される。

また,アメリカ合衆国,カ ナダでは,豆腐,納豆

などの食品用途向けの品種育成を強化してきてお

り,品質面における輸入品と国産大豆の差別化が

より重要な課題となりつつある。このような情勢

の変化により,従来以上に市場評価の高い大豆品

種の開発が喫緊の課題となつてきている。

2.用途別加工適性評価体制の構築

このような情勢の変化を受け,全国農業共同組

合中央会が主催者となり,市場評価の高い高品質

な国産大豆を生産し,国産大豆の振興と需要拡大

を図ることを目的とした「国産大豆協議会」が設

置された。さらにその中に,大豆の品質評価手法

とそのシステムの検討を行う「品質評価分科会」

が設けられた。この分科会は豆腐,煮豆,納豆,

味1曽の4つの部会によつて構成され,実需者,大

豆育成担当者,行政部局の参加のもと,大豆の品

質評価項目や評価システム等に関する課題を検討

してきた。

この品質評価分科会における協議の結果,豆

腐,煮豆,納豆,味噌の各用途毎に以下のことが

決定された。

(1)原料大豆 (子実)の評価について

各用途別に,実需者が原料大豆品種の選択時に

必要とする評価項目,およびその測定法等につい

て合意を得た。なお,各品種の子実特性の測定

は,原則として各育成地で行うこととなつた。

9)加工適性の評価について

各用途毎の加工適性の評価項目およびその測定

方法について検討し,今後の改善の方向も含め,

合意が図られた。なお,加工適性評価時には,全

国統一した標準品種を設け,品種登録前に最低限

2カ年間は,複数の実需者による加工適性評価試

験を実施することが決定された。

今までも新品種を農林登録する際には,各育成

地から個別に実需者に依頼し,加工適性の評価を

実施していた。しかし,今後は,国産大豆協議会

の決定に基づき,奨励品種決定調査における有望

系統については,組織的に複数の実需者によつて

用途別加工適性が評価されることになった。その

結果,高加工適性品種の開発が大幅に加速される

ことが期待される。さらに実需者による加工適性
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評価結果は,国産大豆協議会を通じて,実需者,

生産者団体,行政機関,試験研究機関等に公表さ

れることになっており,実需者,生産者,行政機

関等においても品種を選ぶ際の判断材料が一層拡

充することとなった。

3.東北農試における優良大豆品種の育成

東北農業試験場作物開発部大豆育種研究室で

は,平成 10年に「おおすず」り,平成 11年に「た

まうらら」",「
ハタユタカ」。などの高品質大豆

品種を育成してきた。さらに現在,寒冷地向けの

高品質品種の育成を進めており,平成 12年度現

在,各県の奨励品種決定調査に表-1の系統を供

試している。

これらは系統適応性試験段階等において,用途

に応じた外観品質,粒大,蛋白質含量等の子実の

品質に関して一定水準をクリアしており,高品質

な系統となっている。さらに前述のように,特に

有望な育成系統については,実需者により加工適

性評価試験を組織的に実施することとなつてお

り,農林登録には各種用途において一定水準以上

の加工適性を有することが前提条件となってい

る。

表-1の うち,低アレルゲン系統の東北124号

は平成 12年度に農林登録予定となっている。そ

の他,ダイズモザイクウイルス (A～ D系統)抵

抗性,シストセンチュウ抵抗性の東北126号,種

皮だけでなく子葉も緑色の東北141号などが有望

視されている。

4.高付加価値大豆品種の開発

東北農業試験場では,一般的な用途である豆

腐,煮豆,納豆などの加工に適した品種の開発だ

けではなく,大豆栽培農家のさらなる収益向上の

ために,現有品種よりも,よ り付加価値の高い成

分組成,品質を持った品種の育成を進めている。

(1)蛋白質組成の改変による高付加価値化

大豆の種子には40%前後の蛋自質が含まれて

いるが,その蛋自質組成のうち,約 70%を 7Sグ

ロプリンと1l Sグロブリンが占める。1l Sグ ロ

プリンの主要成分はグリシニンと呼ばれ,複数の

酸性および塩基性サブユニットから構成され,人

体の必須アミノ酸である含硫アミノ酸を多く含ん

でいる。一方,7Sグロプリンの主要部分はβ―

コングリシニンと呼ばれ,α ',α ,β の3つの

主要なサブユニットからなる。

大豆では,7Sグ ロプリンの合量が低下すると

1l Sグ ロプリン含量が増大する傾向を示すため

",遺伝資源探索及び突然変異によって7Sサ ブ

ユニットの低減を図り,栄養価の高い高 1l Sグ

ロプリン品種の育成を進めている。東北農業試験

場では,農業生物資源研究所放射線育種場に依頼

し,α 'サ ブユニット欠失の刈系434号にγ線を

照射して,7Sサブユニットのαサブユニットを

欠失させることに成功した0(図 -1)。

現在,その後代の東北124号 ,お よびタチナガ

ハと交配した後代の東北139号を奨励品種決定調

査に供している。

一方,大豆にアレルギーを示す人はかなりの数

にのぼり,ア レルゲンが低減した品種開発への要

望も大きい。大豆種子成分で人体に対するアレル

ゲン性が明らかになっている物質は約15あ り,

そのうち,7Sグ ロプリンのαサプユニット,cfy

m Bd28K,30Kが 3大アレルゲンとなっている6)

(表 -2)。

東北124号および東北 139号は,この3大アレ

ルグンのうちCrym Bd 28Kと αサブユニットが

欠失した低アレルゲン系統である。これら系統は

主要アレルゲンのCヶ
"Bd 30Kは

持っているが,

通常の品種よりもこのCry口 Bd 30Kの工業的除

-2-



表―l 奨励品種決定調査に供試中の育成系統 (東北農業試験場)

考備徴

試

　

　

数

供

　

　

年

青込l 百粒重 [:量
地 域  (9) (%)

東北124号  5 モザイクウイルスllt抗性,中生の晩
[ょ

中・
  208

高1l S 低アレルゲン。平成12年度

452 農林登録予定`実需者が低アレルゲ
ン食11の商品化を計画中,

東北126サ  5
シストセンチュウ及びモザイクウイルス抵

 東北南部 294  436 イソフラボン含量が比較的高い系統。
抗性,中生の晩

軸 躍 3人 粒 拙 物 私 掟L性
僣

L北
脚

F.)t134t t ':*i'^' +rr L 
' 

I )' 
^l&liil+' 'l/ti AIL 287  436

東北135号  3  中粒,モ ザイクウイルス抵抗性,中 FIの晩 東Jヒ 249  408 リポキシゲナーゼ全欠

勅 祈け 2'骨
のた 出 わ れ 魂 肌 帖

胤 椰 晰 牡 0

東北139け  2 中前の人,中生の晩
I(‐

2清 428 高‖S・ 低アレルゲン

東北140号  2

'議

例`出わり斌把軒
11棚 =7は 8

東北141号  2 緑豆.中粒の大 東北北部 269  423 核遺伝子支配により,子葉も緑色

東北142号  1  極人粒 (百粒重531),中 生の晩 48 6    44 7

東北143号  1  極大粒 (γ i粒重481),中 生の晩 402  459

勅

“

け ll[の
た 性 の上 出 わ れ 厭

就 29 5    44 0

東北145号  1  極小粒 (百粒重931),納
'用

,中生の11 東北

東北146号  1  極小粒 (百粒重97,),納 1ス用,中生の早 東北
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1ス ズュ タカ

2タ チユタカ

3 刈系 434号

4 以〔Jヒ 124り

去が極めて容易となっており。),6),:0,その低

アレルゲン化製法は民間企業と共同特許(特許公

開平 9‐37720)を 出願中である。

さらに農林水産省では現在,東北 124号が有す

る低アレルゲン性の臨床実験を含めた研究のを

大学に委託するとともに,民間企業との共同研究

を実施し、東北 124号が有する低アレルゲン性

を活かした新規商品の開発を進めている。東北

124号は平成12年度に農林登録予定であり,世界

で初めて作出される低アレルゲンの大豆品種とそ

の製品化に大きな期待が寄せられている。

(21機能性の向上による高付加価値化

大豆種子中に存在する配糖体成分 (イ ソフラボ

ン,サポニン)は ,活性酸素消去能,抗腫瘍性,

骨粗継症等の薬理効果が認められ,食品開発や医

学分野で臨床実験 (乳ガン,前立腺ガン,結腸ガ

βコングリシニン

(7S)

ン等)を含めた健康機能の解明が盛んに行われて

いる。

現在,大豆育種研究室では,所有する大豆遺伝

資源のイソフラボン含量の遺伝的変異を調べてお

り,今後,その遺伝様式の解明を進めるととも

に,イ ソフラボン含量が高い大豆品種の育成を計

画している。子実中のイソフラボン含量は,登熟

期の温度によって大きく変動することが報告され

ておリロ,高含量で温度に左右されにくい品種の

育成が今後の課題である。

また,民間企業と連携を図りながら,イ ソフラ

ボン含量が高い特性を活かした大豆製品の開発を

進めている。将来的には,これら品種を活かした

高機能性の豆腐,煮豆,納豆など,よ り付加価値

の高い大豆食品の開発が期待される。

(3)味覚の向上による高付加価値化

グリシエン

(1lS)

図-1 低アレルゲン大豆「東北124号」の蛋向質サブユニツト構成
(Takahashi ct al   1994)
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表-2 大豆のアレルゲン成分 (Ogawa et J.1991)

蛋白質成分

(質量kDa)

検出頻度 `

(%)

23.2

18 8

14 5

130

10 1

72
72
14
159

43
65.2

23.2

72
2.9

14
29

れている。

今までの大豆およびツルマメ遺伝資源の中か

ら,グループAアセチルサポニン欠失 1)及びそ

のアグリコンであるソヤサポゲノールA欠失変異

体が見出されている。これら系統と青臭みの無い

リポキシゲナーゼ全欠系統を交配し,現在,その

後代を育成中である。これら系統は,青臭みと音

味がともに低減した特性を有すると考えられる。

現在,民間企業との連携を図りながら,品種およ

び用途の開発を進めており,味覚に優れた大豆製

品の開発に大きく寄与することが期待されてい

る。

70‐ 68

67-63

55-52

50-47

45-43

41-40

38-35

35

35-33

31-29

30

28

21-18

20

17

15-14

大豆が有する特有の青臭みは,種子中に含まれ

るリポキシゲナーゼによって脂肪酸が酸化される

際に発生するため,リ ポキシゲナーゼの3つのア

イソザイムを欠失した青臭みのない大豆品種の育

成が進められてきた。その結果,東北農試では東

北地域向けの東北135号を育成し,現在,奨励品

種決定調査に供試中である。

また,大豆に含まれるサポニン等は,昔味 (収

厳味,いがらっぼさ)の原因となることが知られ

ている。サポニン類には多くの化合物があるが,

大房Uす ると不快味が強く,胚軸中に含まれるグ

ループAサポニンと,子実全体に分布し,不快味

が少ないグループBサポニンの2つの存在が知ら

フS(α サブユニット)
7S
7S

7S

7S(β サブユニット)
7S

7S

HS(酸 性サブユニット)
7S

ホエー (高分子画分)

7S(C′′
"Bd 30K)

7S(Cry"Bd 28K)
ホエー (低分子画分)

2S(kntz型 トリプシンインとビター)
2S

2S

*大豆蛋自質陽性患者69人中の検出頻度
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5.お わりに

上述のように,東北農業試験場作物開発部大豆

育種研究室では,各用途に適した高加工適性品種

とともに,新たな付加価値を有した品種の育成を

進めている。これら品種は,農家の収益性向上に

大きく貢献することが期待されるが,その育成,

普及にあたつては,実需者はもちろんのこと,県

の研究・普及機関,行政部局との連携を従来の品

種以上に密接にする必要がある。そのため,関係

各位の一層のご支援,ご協力をお願いしたい。

参 考 文 献

1)Kkllchi,AI Tsukalnoto,CI Tabuchi,K=Adachi,T10kubo,K1999 1nhcilancc and charactcHzation of a nuH allclc

for gloup A acctyl saponins found in a mutantsoybcan(Glyche m″ (L)McrrllD BrCCding Scicncc49 167 171

2)Ogawa,TI Tayalna,EI Knalnura,K“ Kaizllma N 1989 Ccne● c improVcmcnt oF seed storagc protcins using mrcc

vanant Jlclcs of 7S globulin subllnits ln soybcan(ClyC・ mc max L)Japan J Brccd 3,137147

3) Ogawa,T,Bando,NI Tsuli,H10kaJima,HI Nishikawa,K;Sasaoka,K 1991 1nvcsigation of mc lgE― binding

protcins in soybcans by immunoblotting with thc scra oFthc soybcan_scnsitlvc paticnts with atopic dcnnalitis I Nutr

Sci Vilamino1 37:555‐ 565

4)Ogawa,TI Bandq N“ Yalnanishi,RI Hに mon,MI Salnoto,MITよ ahashi,K1998 Reductlon oFso"can」 lergentity

by combination of brccding,physicochcmical trcatmcnts and cnzymatic digcstion 3rd Europcan Confercncc on Crain

Lcgumcs Valladoid 18 19

5)Sarnoto,M● Takahashi,KI Fukuda,YI Nakttura,SI Kawalnura,Y1996 Subslantiauy cOmpletc rcmoval ofthc

34kDa allergcnic soybcan pЮ tcin,Cly"Bd 30K,from soy milk OF a mutantlacking thc α―and α
.subunils of

conglycinin Blosci Biotech Biochcm 60:1911-1913

6)Salnoto,M`Fttuda.Y“ TakahashL KI Tabuchi,Kl HicmoH,MI TsuJi,H10ga″ a,TI Kawarnura,Y1997

Subslantially complctc rcmoval of tllrcc maJor allcrgenic soybcan pЮ tcins(6jy“ Bd 30K,Clyal Bd 28K,and thc α―

subunit oF conglycinin)from SOy pЮ tcin by using a mutantsoybcan,Tohoku 124 Biosci Biotech Blochcm 61:2148-

2150

7)島 田信二,島田尚典,高橋浩司,高田吉丈,境 哲文,足立大山,日 lrl公清,菊池彰夫,湯本節三,中村

茂樹 ,小綿美環子,番場宏治,岡部昭典,高橋信夫,渡辺 巌,長沢次男,村上昭一,酒井真次,橋本鋼

二,異儀田和典 20∞ 高加工適性ダイズ新品種「たまうらら」の育成 東北農試研報 96:17-30

8)島 田信二,島田尚典,高橋浩司,高 田吉丈,境 哲文,足立大山,田 lpl公清,菊池彰夫,湯本節三,中村

茂樹 ,小綿美環子,番場宏治,岡部昭典,高橋信夫,渡辺 巌,長沢次男,村上昭一,酒井真次 20∞ 豆

腐高加工適性 広域適応性ダイズ新品種「ハタユタカJの育成 東北農試研報 96:115
9)田 渕公清,足立大山,島田尚典,菊池彰夫,高橋浩司,高田吉丈,中村茂樹,湯本節三,小綿美環子,番
場宏治,高橋信夫,岡部昭典,渡辺 巌,長沢次男,村上昭―,橋本鋼二,酒井真次,異儀田和典 1999
ダイズ新品種「おおすず」の育成 東北農試研報 ,1326
10)Takふ ashl,Kl Bttba,HI K:kuclli,AI Ito,MINよ arnura,S1994 An lnduccd mutantlnclacking thc α subun■ of

β―COnglyCinln lll soybean[Gl″ he maKL)McrnH]Brccding Sclcncc“
`5‐

66

11)高橋浩司 1999 低アレルゲン性大豆の開発 と利用  新需要創出第 11期成果報告会講演要旨 :910

12)Tsukalnoto,CI Shimada,SII」 鱈 KI Kudou,SI Kokubun,M“ Okubo,K=Kilalnura,K1995 Factors afFcclng

isoflavone contcntin soybean sccds:Changcs in isonavOncs,saponins,and composition of Fatty acids at dlfferent

tcmpcraturcs duing seed dcvclopmcnt J Agic Food Chcm 43:1184‐ 1192

-6-


